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川合・山之口地区における
都市計画の変更について

令和6年(2024年)4月
箕 面 市
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１．これまでの経過

■都市計画の決定

 川合・山之口地区については、令和5年9月29日付けで市街化調整区域から市外化区域に区域区分を変更す
るとともに、土地区画整理事業の決定・用途地域の変更など各種都市計画決定を行った。

府道箕面池田線

市道小野原中村線 大阪モノレール彩都線
府道茨木摂津線
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川合・山之口地区
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 都市計画決定した土地区画整理事業区域を一部拡大するため、都市計画を変更する。

□今回の都市計画変更

区域区分を変更した区域
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随時事業者の進出意向調査・調整

1．これまでの経過
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１０月 Ｒ６年

 令和5年9月29日の都市計画決定の後、土地区画整理事業は、同年11月1日に組合設立の認可、11月25日
に組合設立総会を開催した。今後は、土地区画整理組合が、事業を順次進めていくところである。

■都市計画と土地区画整理事業の経過
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必要に応じて都市計画変更の手続き

Ｒ９年Ｒ７年

1．これまでの経過

■今回の都市計画変更

 
 右図（変更後）の区域①及び
区域②を、土地区画整理事業区
域に編入するため、事業区域の
拡大について、都市計画を変更
する。

区域①

区域②

変更前

変更後
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土地区画整理事業区域

土地区画整理事業区域（変更後）
土地区画整理事業区域（変更前）

土地区画整理事業計画図



2．土地区画整理事業区域の拡大について

 都市計画決定した土地区画整理事業区域は、区域区分の変更や用途地域等を設定した区域のうち、河川や
道路、既存住宅等の一部を除いた区域である。
 事業区域として除いた区域のうち、土地区画整理組合から、下図の区域①・区域②を土地区画整理事業区
域に編入したいとの意向があり、区域の拡大について検討している。

■背景

区域②（里道・水路）

当該里道は、幹線道路の整
備により、本来の機能が必
要なくなるため、土地区画
整理組合として事業区域に
編入したいとの意向

当初、里道として残存予定
のため、事業区域から除外

当初、占用の課題があった
ため事業区域から除外

区域①（府有地等）

占用の課題が解決したこと
を確認できたため、土地区
画整理組合として事業区域
に編入したいとの意向

土地区画整理事業区域

2．土地区画整理事業区域の拡大について

■編入区域について

区域②（里道・水路：約62.4㎡）

幹線道路の整備により、当該里道の機能を代替する
ことで、事業後に当該里道の本来の機能が必要なく
なるため、事業区域への編入を検討している。

区域①（府有地等：約656.0㎡）

区域の編入
により、事
業区域が拡
大し、良好
な市街地の
形成が期待
できるため、
区域編入を
検討してい
る。

土地区画整理事業区域
機能を代替
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2．土地区画整理事業区域の拡大について

■編入区域の土地利用の方針について

 地区計画の「土地利用の方針」において、区域①は「沿道施設地区②」に、区域②は「住宅地区①」
に位置づけられており、周辺区域との一体的な利用により、良好な市街地形成と宅地利用の増進が期待
される。

地区計画の区域図

商業集積地区①：約4.8ha
商業集積地区②：約8.0ha
沿道施設地区①：約4.1ha
沿道施設地区②：約2.4ha
住宅地区①  ：約1.6ha
住宅地区②  ：約0.7ha

区域① （約656.0㎡）区域② （約62.4㎡）
区域① 区域②

地区の
区分

沿道施設
地区②

住宅地区①

土地利
用の方
針

　周辺住環境
との親和性を
維持しつつ、
沿道の商業・
業務施設の立
地を図る。

　周辺住宅地
及び集落地と
近接する地区
では、周辺と
の調和に配慮
した緑豊かな
一般住宅地の
形成を図る。

地区計画区域

2．土地区画整理事業区域の拡大について

■編入区域の土地利用計画について

 土地区画整理事業における土地利用計画としては、区域①の編入で、より成形で大きな街区となり、「物
流・業務エリア」の一部として、一体的な土地利用による利便性の向上を図ることが期待できる。
 また、区域②の編入で、「住宅・自己活用エリア」の一部として、宅地利用の増進が期待できる。
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住宅・自己活用エリア

物流・業務エリア

沿道商業エリア

緩衝緑地帯

集合農地

勝
尾
寺
川

物流・業務エリア

大型商業エリア

A4:1/6000

区域①

区域②

土地区画整理事業区域

土地利用計画図



3．都市計画の変更について

・高度地区

・防火・準防火地域

■地区計画

■土地区画整理事業

■地域地区 

（土地区画整理事業の施行区域等を決定）

■区域区分

【大阪府が決定】

都
市
計
画

【箕面市が決定】

■都市景観形成地区

景
観
計
画

【箕面市が決定】

・用途地域

 今回の区域拡大に伴い、区域区分や用途地域等に変更はないが、都市計画決定した土地区画整理事業の区
域のみが変更されるため、都市計画の変更手続きが必要である。 

区域① 区域②

変更なし

事業の施行区域外のため、区域変更に伴う
都市計画変更が必要

●当初都市計画決定 〇都市計画変更

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし変更なし

変更なし

変更なし 変更なし

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

3．都市計画の変更について

■土地区画整理事業区域の

 変更に伴う都市計画変更

 について

 
 区域①及び②を編入すること
で、事業区域面積が約0.1ha増
加し、事業区域面積全体では、
約20.4haとなる。
 土地区画整理事業において、
区域拡大に伴う周辺区域との一
体的利用により、良好な市街地
形成と宅地利用の増進が期待で
きる。
 事業区域の変更に伴い、都市
計画を変更する。
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区域①

区域②

変更前

変更後

土地区画整理事業区域

土地区画整理事業区域（変更後）
土地区画整理事業区域（変更前）

土地区画整理事業計画図



3月

造成工事 ఌ
৉
૪
ী
؞
஬
઴

Ｒ6年
5月頃

随時事業者の進出意向調査・調整

４．今後のスケジュール（川合・山之口地区）
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 説明会・縦覧の法定手続きを実施し、令和6年6月の都市計画決定を目指して、都市計画手続きを進める。
都市計画変更後は、事業計画を変更し、土地区画整理事業が順次進められる予定。

■今後のスケジュール
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●市内の各施設で閲覧
・市役所（まちづくり政策室、行政資料コーナー）
・豊川支所、止々呂美支所
・総合保健福祉センター
・西南生涯学習センター
・中央・東・船場図書館
・みのお市民活動センター

●市ホームページで閲覧
https://www.city.minoh.lg.jp/
machi/kawai-yamanoguchi.html

●説明会
 日時：令和６年４月12日（金）
            午後７時00分から
 場所：東生涯学習センター 講座室
 定員：30人（当日先着順）

都市計画変更の素案は、以下の方法でご覧
いただけます。

都市計画変更について説明会を開
催します。

北部大阪都市計画川合・山之口土地区画整理事業の変更について、意見募集を行ってい
ます。詳しくは実施要項をご覧ください。


